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吉田文庫の二つの資料によって、東儀の発言を裏付けることができ 。【資料１】神宮文庫本「宴曲集 巻三の影写 巻末の吉田東伍識語（私に句読点を付す。以下、同様）















集」巻三巻末に吉田が記した識語である（以下、 「神宮文庫本」を「神宮本」と略称する。神宮本については、後述する） 。ここに記された「一二月二日」という日付 着目する。これは、一一月二七日付安田書簡からわずか五日後のことで、 安田の元から書簡とともに見本三冊が届いた直後でもある。傍線部の「本願寺本」とは、安田から送られてきた西本願寺旧蔵本を指しており、まだ安田の所蔵とはなっていないことがわかる。神宮本の「宴曲集」巻三と安田本とを比較した吉田は、神宮本に二箇所の誤りがあり、 「本願寺本」によって訂正すべきであ と述べて る。さらに 続群書類従本と刊本（ 『宴曲十七帖』大正元年刊）に数カ所の誤り あり、「本願寺本」によって訂正できる を記している。すなわちこの識語は、吉田が「本願寺 」 文の重要性を認識していたこ を示 る。
【資料２】は、安田本全冊を書写した吉田が、その冒頭に付した文章で
ある。最初に 安田本宴曲十七帖」と記し、その後に安田 の意義を説ている。末尾には、 「大正二年十二 とだけあっ 、日付はない 傍線部ａには「今回安田善之助氏の架蔵に帰したるも 」 あり、この文章を記した時点で、既に安田の所蔵となっているこ がわかる。具体的な日付は不明であるものの、 【資料２】によ 大正二年一二月には安田が西願寺本を購入していたことが裏付けられる。
次に【資料２】の傍線部ｂに着目する。ｂでは、安田本を基礎として





























































写本を吉田・野村それぞれが作成し、 手元に置い 校訂作業を行っていたことがわかる（ 「野村写本」については後述） 。
『宴曲十七帖』の刊行から二ヶ月後の大正元年十一月、野村八良は、
「国書刊行会会報」第三期第八号に「宴曲集巻第四の異本」として以下の文章を載せている。
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第一冊前書き（ 【資料２】 ）／撰要目録第二冊宴曲集巻一から宴曲集巻三第三冊宴曲集巻四・宴曲集巻五第四冊宴曲抄上・中・下第五冊真曲抄・究百集第六冊拾菓集上・下／拾菓抄第七冊別紙追加 ／玉林苑上・下
【資料２】では、安田本について「墨譜も亦完全なる如し」と記してい
る。しかし、 「吉田写本」では墨譜を省略し、本文とフリガナのみを記している（以下、吉田による安田本書写本 「吉田写 」 称する） 。さらに吉田は、傍線部ｃにあるとおり、本文の問題の箇所について上欄外に注記している。具体例として、 「玉林苑」下「琴曲」の一節を挙げる。
梧桐の霊木を伐調へ龍体の姿に像て則龍角の角を戴き龍舌の舌を含む
「吉田写本」では、傍線部「む」の右に「むの傍にミと注す」という傍



























































































































































































































































（２３）吉田文庫には、 「林広継断簡」 影写本の外 、ガラスネガが伝
















































て 安田本の書写本を作成し さらに他の伝本との校合を行ったのではないだろうか。吉田の場合とは異なり、 「野村 本」には書き入れがな ため、野村の校訂作業の実態は不明である。しかし、 『宴曲全集』上欄外に示された校訂注は、用字 相違も視野に入れた適切なものであり 校訂責任者としての野村の見識を表している。『宴曲全集』は、信頼に足る宴曲本文提供を目指した吉田・野村両氏協力の賜物 と言えよう。七、むすび
『宴曲全集』が底本とした安田本は、関東大震災で焼失し現存しない。
しかし、その影写本である岡不朋写本は、その後も『中世近世歌謡集』（日本古典文学大系、岩波書店、一九五九年）や『早歌全詞集』 （中世の文学、三弥井書店、二〇〇四年）などの底本として用いられている。室町期の宴曲譜 が次々と発見された後も 宴曲の本文校訂における安田本の価値は揺るがない。安田本の価値を見出し、安田 を底本とする校訂本文の作成を思い立った吉田の功績は大きい。
なお、吉田文庫には『宴曲十七帖』 （活字本）が二冊伝わっている。そ
のうち 一冊には、吉田による膨大な書き入れがなされている。 の大半は、安田本に基づく本文の訂正である。 の詳細な検討および書き入れ本作成の意図については、今後の課題としたい。注（１）外村久江『早歌の研究』 （至文堂、一九六一年） 。乾克己『宴曲の研






②神田裕子 「明治期における宴曲研究史―吉田文庫蔵宴曲資料をめぐって」 （ 『演劇映像』 〇六
47




（７）竹本幹夫 吉田文庫の世阿弥能楽論資料紹介」 （ 『文学』二〇〇三年
７・８月合併号）に吉田東伍の略伝および吉田文庫成立について簡明な説明がある。また、注（３）―②神田論考も この調査の成果に基づくものである。



















（２３）吉田文庫には、 「林広継断簡」 影写本の外 、ガラスネガが伝


























































































































図６－１ 吉田東伍メモ１ 図６－２  吉田東伍メモ２ 
図７ 阿波本「拾菓集」上 本文第一丁表「丸岡氏本追校」 
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図８ 吉田東伍作成「宴曲全集 所収伝本一覧（仮称）」
-36-
岡田　三津子吉田東伍の宴曲本文校訂
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